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■開催日時　　　3月15日（土）　開場／午後６時30分　開演／午後７時

■料　　金  　　 一　　　般…………2,000円（当日2,500円）
　　　　　　　　高校生以下…………1,000円（当日1,500円）（未就学児含む）

■出　　演　　　芹 洋子　　　

■伴　　奏　　　鈴木真紀子（フルート）、田中修二（ピアノ）　　　

■場　　所　　　町立文化会館

思
い
出
の
歌
、日
本
の
歌
、ふ
る
さ
と
の
歌

い
ま
、わ
た
し
た
ち
が
、世
代
を
超
え
て

歌
い
継
ぎ
た
い
も
の

芹 洋子（せり ようこ）

清楚で透明感あふれるのびやかな歌唱で、日本の叙情、ふる
さとへの限りない愛着、そして、自然と人のやさしいかかわ
りを讃歌する叙情ボーカリストとして活躍。
近年は、地球環境保全をテーマにしたコンサートなども開催。
世代を超えて心に残る歌を歌い継ぐ歌手として活動中。

 芹洋子
ふれあい
 コンサート

Yoko Seri Fureai Concert

■プログラム
●四季の歌
●坊がつる讃歌

●おもいでのアルバム
●いい日旅立ち
●旅立ちの日に

●おぼろ月夜
●みかんの花咲く丘
●忘れな草をあなたに 他

※曲目につきましては、当日、変更になる場合があります。ご了承ください。

●出　演
●�みまた座4期生　今別府美咲（小松原中2）・吉見雅也（三股中2）・今元佑美

（三股中1）・桐野莉可子（三股中1）・中居春花（三股中1）・三島さやか（三股中
1）・海田真穂（三股小6）・中神綾音（三股西小6）・中前俊星（三股小6）・福留
遼（三股小6）・満石花歩（三股小6）・吉見紗葵（勝岡小6）・小野愛未（三股西小
5）・田上舞（三股小5）・米澤怜美（三股小5）・中神結梨音（三股西小3）・中前
日菜子（三股小3）・中神萌々音（三股西小1）

●劇団こふく劇場　あべゆう・上元千春・濱砂崇浩・上田政子

■開催日時　3月23日（日）
　　　　　　２回公演【予定上演時間60分】
　　　　　　開場／午前10時30分　　開演／午後11時
　　　　　　開場／午後 ２時30分　　開演／午後 ３時
■料　　金　一律　300円　※全席自由

作/飛松功　演出/永山智行

※内容に変更がある場合があります。あらかじめご了承ください。

スポットライト

●内　容
�昨年度に「せりふを書いてみる？」から誕生した作家、飛松功が
（三股在住）が、みまた座の子どもたち一人ひとりの個性にあてて
書いた“オーダーメイドな作品”です。

▪みまた座第4期生本公演

花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s

2008 Vol.451
平成20年３月１日発行3 路線図と時刻表【改訂版】

三股町コミュニティバス「くいま〜る」
中入れ別冊付録

財政・経営健全化計画を
策定しました

お知らせ 行政改革を前提とした

ご活用ください！
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財
政
・経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

Ⅰ 

基
本
的
事
項

○
団
体
の
概
要

国
調
人
口
（
平
成
17
年
10
月
１
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
２
４
、
５
４
５
人

職
員
数
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）
＝
１
５
８
人

○
財
政
指
標
な
ど

財
政
力
指
数
※１　

＝
０
・
４
０
７

地 

方
債
現
在
高
※２

　
　
　
　
　
　
　

＝
67
億
7
、
1
４
７
万
円

◦
町
民
一
人
当
た
り
の
現
在
高
27
万
５
、
６
７
７
円

※�

地
方
債
現
在
高
÷
町
人
口
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現

在
・
２
万
４
、
５
６
３
人
）

実
質
公
債
費
比
率 

※３
＝
11
・
７
㌫

経
常
収
支
比
率
※４ 　

＝
89
・
６
㌫

※１�

財
政
力
指
数
：
町
の
行
政
経
費
を
町
税
な

ど
で
ま
か
な
っ
て
い
る
割
合
。１
に
近
い

ほ
ど
財
政
力
が
あ
り
財
源
に
余
裕
が
あ
る
。

�

※２
地
方
債
現
在
高
：
借
入
金
の
現
在
高
。

※３��

実
質
公
債
費
比
率
：
三
股
町
全
体
の
実
質

的
な
借
金
返
済
を
示
す
割
合
。
18
㌫
以
上

で
起
債
︵
借
入
︶
時
に
許
可
が
必
要
と
な

り
、25
㌫
以
上
で
起
債
︵
借
入
︶
が
制
限
さ

れ
る
。

※４�

経
常
収
支
比
率
：
財
政
運
営
の
弾
力
性
を

示
す
割
合
で
、
75
～
80
㌫
が
妥
当
と
さ
れ

る
。割
合
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
経

費
が
多
い
と
さ
れ
る
。

●
財
政
健
全
化
計
画
の
基
本
方
針
な
ど

区　
　

分

内　
　
　

容

計

画

名

三
股
町

普
通
会
計
財
政
健
全
化
計
画

計
画
期
間

平
成
19
年
度
〜
平
成
23
年
度

既
存
計
画
と
の

関

係

集
中
改
革
プ
ラ
ン

（
平
成
17
年
度
〜
平
成
21
年
度
）

公
表
の
方
法

広
報
紙
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

議
会
（
全
員
協
議
会
で
報
告
）

基
本
方
針

歳
入
に
つ
い
て
は
、地
方
税
の
収
納

率
確
保
・
向
上
、
使
用
料
な
ど
受
益

者
負
担
の
見
直
し
、
処
分
可
能
財

産
の
売
却
な
ど
に
よ
り
歳
入
確
保

に
努
め
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、職
員
の
定
員
管

理
に
よ
る
人
件
費
削
減
、
物
件
費
・

補
助
費
な
ど
の
削
減
、
地
方
債
発

行
の
抑
制
に
よ
る
公
債
費
の
削
減

に
努
め
る
。

以
上
の
施
策
に
よ
り
不
足
財
源
の

圧
縮
を
行
い
、基
金
依
存
体
質
の
脱

却
を
目
指
す
。

Ⅱ 

財
政
状
況
の
分
析

○
財
務
上
の
特
徴

本
町
は
昼
間
人
口
が
少
な
く
隣
接
す
る
都

城
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
15
歳

以
下
の
人
口
構
成
比
が
高
い
町
と
な
っ
て
い
る
。

財
政
構
造
を
平
成
17
年
度
決
算
で
類
似
団

体
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は
地
方
税
が
類

似
団
体
の
39
・
６
㌫
に
対
し
本
町
は
18
・
０
㌫

の
構
成
比
で
あ
り
自
主
財
源
が
少
な
く
、
地

方
交
付
税
30
・
７
㌫
︵
類
似
団
体
17
・
３
㌫
︶、

繰
入
金
７
・
８
㌫︵
類
似
団
体
４
・
２
㌫
︶
な
ど

に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
が
15
・
２
㌫
︵
類
似
団

体
21
・
８
㌫
︶、
物
件
費
が
12
・
５
㌫
︵
類
似
団

体
15
・
１
㌫
︶、
補
助
費
な
ど
９
・
７
㌫
︵
類
似

団
体
11
・
３
㌫
︶
な
ど
類
似
団
体
よ
り
低
い
構

成
比
で
推
移
し
て
い
る
が
、児
童
福
祉
費
︵
児

童
手
当
・
保
育
所
運
営
費
な
ど
︶
な
ど
の
扶
助

費
が
15
・
３
㌫︵
類
似
団
体
８
・
９
㌫
︶
と
多
く

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

○
財
政
運
営
課
題

◦
課
題
①　

職
員
数
、
職
員
給
与
の
適
正
化

平
成
18
年
４
月
よ
り
公
営
企
業
会
計
︵
病

院
事
業
︶
を
指
定
管
理
事
業
に
移
行
し
、公
営

企
業
職
員
を
普
通
会
計
職
員
に
移
管
し
た
た

め
、職
員
数
が
増
加
し
て
い
る
。平
成
17
年
度

ま
で
は
類
似
団
体
よ
り
職
員
給
・
職
員
数
共

に
低
く
推
移
し
て
お
り
、
平
成
17
年
度
以
前

の
状
況
に
戻
す
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

◦
課
題
②  

他
会
計
繰
出
金
の
適
正
運
用

公
営
企
業
の
繰
り
出
し
に
つ
い
て
は
、
類

似
団
体
と
比
較
し
て
も
同
程
度
で
あ
り
、
さ

ら
に
病
院
事
業
の
指
定
管
理
に
よ
り
削
減
さ

れ
た
が
、
今
後
公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
に

よ
り
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

◦
課
題
③  

公
債
費
の
抑
制

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
残
高
を
類
似
団
体

と
１
人
当
た
り
の
比
較
を
し
て
も
低
く
推
移

し
て
お
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
残
高
を
控

除
す
る
と
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
体
を
み
る
と
若
干
の
増
加
傾
向

に
あ
り
次
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

も
抑
制
が
必
要
で
あ
る
。

◦
課
題
④  

歳
入
の
確
保

地
方
税
の
徴
収
率
に
つ
い
て
は
、
現
在
約

98
㌫
の
状
態
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
落
ち

る
こ
と
の
な
い
よ
う
維
持
に
努
め
、
ま
た
さ

ら
な
る
収
納
率
向
上
に
努
め
る
。

使
用
料
の
受
益
者
負
担
と
売
却
可
能
な
資

産
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
が
、今
後
も
適
時
見
直
し
、歳
入
の
確

保
に
努
め
る
。

◦
留
意
事
項

本
町
で
は
、
決
算
ベ
ー
ス
で
み
る
と
財
政

調
整
基
金
と
目
的
基
金
の
う
ち
自
由
度
の
高

い
基
金
に
よ
り
財
源
不
足
を
補
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
基
金
が
枯
渇
す
る
前

に
歳
入
に
見
合
っ
た
財
政
構
造
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

Ⅰ 

基
本
的
事
項

○
団
体
の
概
要

事
業
名
＝
末
端
給
水
事
業
︵
上
水
道
︶

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
＝
適
用

事
業
開
始
年
月
日　

＝
昭
和
36
年
６
月
１
日

職
員
数  （
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）　

＝
８
人

○
財
政
指
標
な
ど

資
本
費
※２　

＝
６
、
８
０
０
万
円
（
平
成
18
年
）

公
営
企
業
債
※３
現
在
高

　
　
　
　
　
　
　

＝
17
億
３
、
７
０
０
万
円

累
積
欠
損
金　
　

＝
０
円

利
益
剰
余
金
ま
た
は
積
立
金
＝
８
、２
０
０
万
円

※２  

資
本
費
：
１
年
間
の
供
給
水
量
１
立
方
㍍
当

た
り
の
水
道
施
設
建
設
費
用
。

 

※３ 

公
営
企
業
債
：
地
方
公
営
企
業
の
建
設
・
改

良
な
ど
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
に
起

こ
す
地
方
債
︵
借
入
金
︶
の
こ
と
。

●
財
政
健
全
化
計
画
の
基
本
方
針
な
ど

区　
　

分

内　
　
　

容

計

画

名

三
股
町
水
道
事
業

会
計
経
営
健
全
化
計
画

計
画
期
間

平
成
19
年
度
〜
平
成
23
年
度

既
存
計
画
と
の

関

係

集
中
改
革
プ
ラ
ン

（
平
成
17
年
度
〜
平
成
21
年
度
）

公
表
の
方
法

広
報
紙
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

議
会
（
全
員
協
議
会
で
報
告
）

基
本
方
針

収
益
に
つ
い
て
は
、給
水
収
益
の
さ

ら
な
る
収
納
率
確
保
・
向
上
、
処
分

可
能
財
産
の
売
却
な
ど
に
よ
り
収

益
確
保
に
努
め
る
。費
用
に
つ
い
て

は
、職
員
の
定
員
管
理
に
よ
る
人
件

費
削
減
、
修
繕
費
な
ど
の
物
件
費

削
減
、
地
方
債
発
行
の
抑
制
に
よ

る
公
債
費
の
削
減
に
努
め
る
。以
上

の
施
策
に
よ
り
水
道
事
業
経
営
の

健
全
化
を
目
指
す
。

Ⅱ 

財
政
状
況
の
分
析

○
財
務
上
の
特
徴

本
町
は
、
昼
間
人
口
が
少
な
く
隣
接
す
る

都
城
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
お
り

年
々
人
口
増
加
し
、
15
歳
以
下
の
人
口
構
成

比
が
高
い
町
と
な
っ
て
い
る
。財
政
構
造
を

平
成
17
年
度
決
算
で
類
似
団
体
と
比
較
す
る

と
、
収
益
で
は
料
金
回
収
率
が
１
０
０
・
２
㌫

︵
類
似
団
体
99
・
97
㌫
︶、
総
収
支
比
率
１
１

０
・
８
㌫︵
類
似
団
体
１
０
９
・
34
㌫
︶経
常
収

支
比
率
１
１
１
・
１
㌫
︵
類
似
団
体
１
０
９
・

46
㌫
︶
営
業
収
支
比
率
１
２
４
・
３
㌫
︵
類
似

団
体
１
２
１
・
34
㌫
︶
と
類
似
団
体
よ
り
収
支

は
若
干
で
あ
る
が
良
好
な
傾
向
で
あ
る
。

費
用
で
は
、
職
員
給
与
費
が
18
・
91
㌫
︵
類

似
団
体
16
・
80
㌫
︶、
支
払
利
息
が
17
・
63
㌫

︵
類
似
団
体
14
・
83
㌫
︶、
減
価
償
却
費
が
33
・

53
㌫
︵
類
似
団
体
30
・
44
㌫
︶
な
ど
類
似
団
体

よ
り
高
い
構
成
比
で
推
移
し
て
い
る
。

○
経
営
課
題 

◦
課
題
①

平
成
18
年
度
よ
り
、
水
道
未
普
及
地
域
解

消
計
画
の
実
施
︵
簡
易
水
道
の
統
合
︶
に
よ
り

職
員
が
２
人
増
と
な
っ
て
い
る
。事
業
完
了

︵
平
成
20
年
度
︶
に
よ
り
以
前
の
水
準
に
戻
す
。 

◦
課
題
② 

給
水
原
価
※４
１
３
４
円
︵
類
似
団
体
１
２

０
円
︶と
高
い
水
準
に
あ
る
。職
員
給
与
な
ど

費
用
の
抑
制
が
必
要
で
あ
る
。

◦
課
題
③

公
債
費
に
つ
い
て
は
、支
払
利
息
が
17
・
63

㌫
︵
類
似
団
体
14
・
83
㌫
︶
と
構
成
比
が
高
く

推
移
し
て
お
り
、
抑
制
が
必
要
で
あ
る
。

◦
課
題
④ 

長
田
地
区
簡
易
水
道
事
業
が
平
成
20
年
度
に

完
了
し
、
翌
年
度
か
ら
供
用
開
始
の
予
定
で
あ

る
が
、こ
れ
に
よ
る
運
用
経
費
の
増
と
減
価
償
却

費
の
増
に
伴
う
費
用
の
抑
制
が
必
要
で
あ
る
。 

◦
課
題
⑤

配
水
管︵
石
綿
管
︶を
年
次
的
に
布
設
替
を

施
工
し
て
い
る
が
、
現
在
約
13
㌖
残
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。早
期
の
布
設
替
が
必
要
で

あ
り
、費
用
︵
約
４
億
円
︶
の
捻
出
が
問
題
で

あ
る
。

◦
留
意
事
項

浄
水
場
と
配
水
池
が
一
箇
所
に
集
中
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
災
害
な
ど
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
と
す
る
、
施
設
の
分
散
を
今
後
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　

中
長
期
的
計
画
の
策
定
、
こ
れ
に
伴
う
財

政
の
健
全
化
が
急
務
で
あ
る
。

※４�

給
水
原
価
：
１
立
方
㍍
の
水
を
製
造
す
る
の

に
掛
か
る
費
用
の
こ
と
。

行
政
改
革
を
前
提
と
し
た

こ
の
計
画
は
、
将
来
の
財
政
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
過
去
に
国
な
ど

か
ら
借
り
た
高
利
率
の
地
方
債
（
借

り
入
れ
金
）
を
、
低
利
な
も
の
に
借

り
換
え
た
り
一
括
し
て
償
還（
返
済
）

で
き
る
よ
う
に
、
行
政
改
革
を
前
提

と
し
策
定
し
た
計
画
で
す
。

財
政
健
全
化
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
（
普
通
会
計
）

●
財
政
健
全
化
計
画
と
は
…

こ
の
計
画
は
、
公
営
企
業
に
お
け

る
将
来
の
経
営
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
、
過
去
に
借
り
入
れ
た
高
利
率
の

地
方
債
（
借
り
入
れ
金
）
を
、低
利
な

も
の
に
借
り
換
え
た
り
一
括
し
て
償

還
（
返
済
）
で
き
る
よ
う
に
、行
政
改

革
を
前
提
と
し
策
定
し
た
計
画
で
す
。

公
営
企
業
※１

経
営
健
全
化
計
画

　
　
　
　
　
（
上
水
道
事
業
会
計
）

●
公
営
企
業

　
経
営
健
全
化
計
画
と
は
…

※１�

地
方
公
営
企
業
：
給
水
事
業
、電
気
事
業
、交

通
事
業
、
ガ
ス
事
業
な
ど
地
方
公
共
団
体
が

経
営
す
る
企
業
を
い
い
、
本
町
に
お
い
て
は

給
水（
上
水
道
）事
業
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
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【
親
子
で
一
緒
に
！
】

１
月
19
日︵
土
︶
に﹃
Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
組
＆
ひ
ろ

み
ち
お
兄
さ
ん
の
親
子
体
操
教
室
﹄
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
親
子
ペ
ア
で
参
加

で
き
る
数
少
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
会
場
に
は
多
く
の
親
子
連
れ
が
来

場
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
組
の
歌
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。﹁
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
﹂
や

﹁
ぞ
う
さ
ん
﹂、﹁
ア
イ
ア
イ
﹂
な
ど
、
な
じ
み

深
い
曲
目
で
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
歌
を

歌
っ
た
り
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
組
が
舞
台
か
ら
降
り
て

お
客
さ
ん
と
触
れ
合
い
な
が
ら
歌
う
な
ど
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
会

場
は
と
て
も
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

第
二
部
は
、
ひ
ろ
み
ち
お
兄
さ
ん
の
親

子
体
操
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
佐
藤
弘
道
さ
ん
が
家
で
も
子

ブ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
お
は
な
し
隊

２
月
10
日
、
全
国
の
都
道
府
県
を
巡
回
し

て
い
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
﹁
講
談
社
お
は
な

し
隊
﹂
が
来
館
し
ま
し
た
。

お
は
な
し
隊
隊
長
に
よ
る
大
型
紙
し
ば

い
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、た
く
さ
ん
の
絵

本
が
積
ん
で
あ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学

が
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
お
は
な
し

会
を
楽
し
ん
だ
り
、
車
内
に
積
ん
で
あ
る
絵

本
の
中
か
ら
好
き
な
本
を
選
ん
で
、
親
子
で

読
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
ミ
ニ
絵
本
や
シ
ー
ル
な
ど
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

絵
本
を
楽
し
も
う

毎
月
第
４
日
曜
日
の
午
後
３
時
か
ら
、
お

は
な
し
会
を
開
い
て
い
ま
す
。３
月
の
お
は

な
し
会
は
３
月
23
日
で
す
。紙
し
ば
い
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行
い
ま

す
。自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
遊
び

に
き
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、保
育
園
・
幼
稚
園
・

小
学
校
向
け
に
も
お
は
な
し
会
を
随
時
開
い

心触れ合う「DOYO組のコンサート」

終始笑顔があふれた「ひろみちお兄さんの親子体操教室」

稗田保育園児たちが絵本を楽しみました

おはなし隊がやってきました！

ど
も
た
ち
と
気
軽
に
楽
し
め
る
親
子
体
操

を
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
説
明
。来
場
し
た
親
子
連
れ
と
一
緒

に
楽
し
く
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

場
内
は
、
親
子
と
も
に
終
始
笑
顔
の
絶
え

な
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
、
大
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ
に
て
！
】

３
月
４
日︵
火
︶
～
９
日︵
日
︶
は
、
町
立

文
化
会
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ワ
イ
エ
で

﹁
第
21
回
三
股
町
文
化
合
同
展
﹂を
開
催
し
ま

す
。絵

画
・
書
道
・
写
真
・
茶
道
・
短
歌
・
華
道
・
陶

芸
・
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
・
木
目
込
人
形
・
押

し
花
な
ど
、
町
文
化
協
会
で
活
動
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
で
す
。ま
た
、午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

は
お
茶
の
振
る
舞
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。入

場
は
無
料
で
す
。ど
な
た
で
も
気
軽
に
観
覧

で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
、足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

て
い
ま
す
。こ
ち
ら
は
、事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

読
み
た
い
本
は
図
書
館
で

読
み
た
い
本
が
図
書
館
に
な
い
と
き
は
、

予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。本
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
な
ど
が
貸
し
出
し
中
の
と
き
は
、
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。窓
口
・
電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け
て
い
て
、
返
却
さ
れ
た

ら
連
絡
し
ま
す
。一
週
間
の
取
り
置
き
が
で

き
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
と
き
に
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
に
置
い
て
い
な
い
本
は
リ

ク
エ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。リ
ク
エ
ス
ト
用
紙

に
書
い
て
窓
口
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。ほ
か

の
図
書
館
か
ら
借
り
る
、
ま
た
は
購
入
す
る

な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け
提
供
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

■
休
館
案
内︵
13
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
︶

月
曜
日︵
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
︶・
祝
日
・
年

末
年
始︵
12
月
28
日
～
１
月
４
日
︶・
第
３
水

曜
日︵
館
内
整
理
日
︶・
館
内
資
料
一
斉
点
検

︵
年
１
回
15
日
以
内
︶

交通事故は
もうたくさん

「
人
殺
し
！
」
と
い
う
悲
痛
な
叫
び
が
、
今

で
も
生
々
し
く
頭
の
中
に
響
き
渡
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

尊
い
生
命
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
っ
た
わ

た
し
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
背
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
て
も
大
き
く
、
そ
し
て
重

い
十
字
架
の
息
吹
な
の
だ
と
痛
感
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
罪
悪

感
の
無
さ
と
、
事
故
な
ど
起
こ
す
訳
が
な
い

と
い
う
過
信
を
抱
い
て
い
た
自
分
が
い
た

こ
と
に
対
す
る
、
恐
怖
心
と
後
悔
に
浸
っ
て

い
ま
す
。

前
日
の
午
後
11
時
に
仕
事
を
終
え
た
わ

た
し
は
、
友
人
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
ス

ナ
ッ
ク
へ
向
け
、
い
つ
も
の
よ
う
に
車
を
走

ら
せ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
３
時
間
ほ
ど
酒

を
飲
み
、
気
が
大
き
く
な
っ
た
わ
た
し
は
10

㌖
以
上
も
離
れ
た
ス
ナ
ッ
ク
へ
出
掛
け
午

前
５
時
30
分
こ
ろ
ま
で
騒
い
で
い
ま
し
た
。

酒
に
は
少
々
の
自
信
が
あ
っ
た
た
め
、
帰

路
に
つ
く
際
に
も
、
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な

く
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
ま
し
た
。早
朝
と
い
う

こ
と
で
交
通
量
が
少
な
く
、
道
路
が
広
く
て

単
調
な
直
線
が
続
く
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
だ
ん
だ
ん
と
眠
気
を
覚
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。隣
に
座
っ
て
い
た
友
人
は
、
い

つ
の
間
に
か
寝
息
を
立
て
て
お
り
、
よ
り
一

層
眠
気
を
誘
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

時
に
少
し
で
も
休
け
い
を
取
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
す
が
、
当
日
の
仕
事
に
間
に
合
わ
な
く
な

る
の
で
は
と
思
い
、
無
理
を
通
し
た
結
果
、
深

い
深
い
眠
り
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

体
に
衝
撃
を
感
じ
、
ど
こ
か
で
わ
た
し
の
名

を
呼
ぶ
友
人
の
声
が
徐
々
に
遠
く
な
っ
て
い

く
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

午
前
８
時
こ
ろ
、
警
察
の
方
の
声
で
目
が
覚

め
ま
し
た
。そ
こ
は
病
院
の
一
角
で
し
た
。「
壁

に
で
も
ぶ
つ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
警
察
の
方
の
一
言
で
目
の
前
が

真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。目
撃
者
の
話
で
は
、

わ
た
し
が
反
対
車
線
に
進
入
し
、
相
手
の
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
も
全
く
反
応
せ
ず
、
正
面
衝
突
し

た
状
態
で
30
㍍
近
く
も
押
し
戻
し
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。相
手
の
方
の
死
と
、
友
人
の
け

が
の
具
合
を
告
げ
ら
れ
た
と
き
に
は
、
目
頭
に

熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
日
の
こ
う
留
を
経
て
保
釈
さ

れ
、
そ
の
足
で
す
ぐ
に
被
害
者
の
方
の
お
宅
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、
わ
た
し
の
安

易
な
考
え
が
引
き
起
こ
し
た
悲
し
み
と
怒
り

が
あ
り
、
改
め
て
罪
の
重
大
さ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
生
き
る
気
力
が
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い

き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
わ
た
し
は
、「
死
の
う
」「
死
な

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
現
実

か
ら
逃
げ
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

Ｍ
・
Ｓ　

20
歳　

飲
食
業

過
信
で
暴
走
し
た
果
て

シャル・ヤナ

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

そ
ん
な
ひ
き
ょ
う
な
わ
た
し
を
、
親
、
兄
弟

を
始
め
、
多
く
の
知
人
が
励
ま
し
続
け
て
く

れ
た
お
陰
で
、
現
実
を
直
視
し
、
被
害
者
の

方
と
、
そ
の
ご
家
族
の
方
々
に
誠
心
誠
意
を

尽
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
ま
で
に
立
直
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
の
日
か
ら
１
年
２
カ
月
と
い
う
月
日

が
た
っ
た
今
、
刑
務
所
に
お
い
て
懲
役
２
年

４
月
の
刑
に
服
し
て
い
ま
す
。尊
い
生
命
を

奪
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
も
清
算
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、

ご
遺
族
の
方
々
の
悲
し
み
を
取
り
去
る
こ

と
は
難
し
く
、
わ
た
し
の
一
生
を
か
け
て
罪

を
償
お
う
と
心
に
強
く
誓
い
、
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
16
位
／
平
成
20
年
１
月
31
日
現
在
（
30
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

今
月
の
6
日
か
ら
21
日
ま
で
、１
年
3
カ

月
ぶ
り
に
フ
ラ
ン
ス
に
帰
り
ま
す
。前
回
は

18
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
た
め
で
し
た
が
、今

回
は
姉
た
ち
と
わ
た
し
の
誕
生
会
の
た
め

で
す
。ま
た
、家
族
の
新
し
い
一
員
と
し
て
、

9
カ
月
に
な
る
姪
が
い
ま
す
。最
後
に
フ
ラ

ン
ス
へ
帰
っ
た
時
、生
ま
れ
た
ば
か
り
だ
っ

た
ほ
か
の
姪
は
、
今
で
は
歩
い
た
り
、し
ゃ

べ
っ
た
り
で
き
る
と
思
い
ま
す
。子
ど
も
が

大
き
く
な
る
の
は
早
過
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

毎
月
一
回
、
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
話
や

ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
が
、2
年
半
前
か
ら
セ
ン

タ
ー
に
行
っ
て
い
る
の
で
、た
く
さ
ん
の
赤

ち
ゃ
ん
が
成
長
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
き
ま

し
た
。そ
の
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
は
自
分
の
姪
よ

り
も
親
近
感
が
あ
り
、
不
思
議
な
感
じ
で

す
。そ
れ
で
は
、
2
週
間
、
家
族
と
お
い
し

い
食
事
を
食
べ

て
、
楽
し
い
時

を
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

フランスの休み
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　三股町観光協会 事務局
　（役場産業振興課内）
　☎52−1111（内線355）　

現在、町では、地域のさまざまな人が防
犯に関する情報を共有できるように、携
帯電話とパソコンのメール機能を利用し
た防犯情報配信事業を行っています。
ぜひ、登録して「安心なまち」づくりに
ご協力ください。
■配信する情報＝
①�不審者情報（発生日時・場所・内容・処
置・今後の対応など）
②�警察や消防から提供された犯罪や防
犯、放火などの情報
③�児童や高齢者の行方不明情報（発見
のための協力依頼など）
④そのほか防犯・防災に役立つ情報

■登録者から提供してほしい情報＝
①�不審者との遭遇または目撃情報や危
険個所の通報など
②行方不明者などの目撃情報

■登録の方法＝
直接携帯電話から下記アドレスにメー
ル送信するか、携帯電話のカメラ機能で
ＱＲコードからアドレスを読み取って送
信してください。
タイトルは「防犯メール登録希望」と
し、本文に①氏名、②住所、③携帯電話番
号、④学校名（学生の場合）を記入してく
ださい。
※�警察・消防・学校・幼稚園・保育所に勤務
する職員が登録する場合は、住所の代
わりに職場名と役職名を記入してく
ださい。（例：○○学校教師など）
※�なお携帯電話でパソコンからのメール
受信を拒否設定している人は必ず解
除してください。
※�登録者の個人情報は、本事業の目的以
外に使用することはありません。

■登録先アドレス＝
　�gyouse -k@town.
mimata.miyazaki.jp

ＱＲコード→

■問い合わせ
　総務企画課　行政係
　☎52−1111（内線234）

町では、奨学生を募集します。
■対象（資格）者＝
４月１日現在、町内に住んでいる人の
子どもで、高校・大学・短大または修業年
限２年以上の専修学校に進学または在学
し、人物、学業ともに優秀かつ健康で、学
費の支弁が困難であると認められる人
※ただし、通信制、定時制課程を除く。
■貸与人数＝若干名
■貸与月額＝
高校・高専生… ………………… １万円
専修学校・短大・大学生……２万5,000円

■申込期間＝４月１日（月）〜14日（金）
■貸与期間＝4月〜３月までの１年間
※�在学期間中、貸与を受ける場合は、毎年

３月に継続の手続きが必要です。
※�都城育英会奨学金制度（町の制度との

併用不可）もありますので、詳しくは
下記までお問い合わせください。

■問い合わせ
　教育課　学校教育係
　☎52－1111（内線422）

町のごみ処理の基本
「循環型社会の形成推進（町と町民、事業
者による協働）」
町はこれまで、皆さんのご協力を得な
がらリサイクルを進め、ごみとして処理
していた物の一部を資源として再利用し
てきました。しかし、ごみと資源物の総量
はリサイクルを進める前と比べ、ほぼ横
ばいの状態です。これは、生産や消費のス
タイルそのものはあまり変わっていない
ということではないでしょうか。
わたしたちが今後も豊かな生活を長く
続けるためには、環境に多大な負荷を与
える現在の大量生産、大量消費、大量廃棄
型の社会スタイルを変革し、資源物も含
めた廃棄物の発生そのものを抑制するな
ど、より環境負荷の少ない「循環型社会」

を目指していかなければなりません。
廃棄物はわたしたちの生産や販売、消
費などの結果として生じるものです。循
環型社会の形成には、すべての町民の皆
さんが今まで以上に、より主体的に自ら
の問題として向き合い、事業者も行政も
含めて役割を分担し、協働することが必
要になります。町は今後も町としてでき
ることを積極的に具現化していきます。
皆さんもぜひ、循環型社会の形成のため、
次の取り組みをお願いします。
合言葉は「1人1日50㌘のごみ減量」
①買い物袋を持って行き、レジ袋を断る
②使い捨て商品は極力買わない
③生ごみの水切りを徹底する
④修理して使う
⑤分別を徹底し、資源として利用する
■問い合わせ
　環境水道課　環境保全係
　☎52−1111（内線273）

三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
 誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
  平成20月１月１日から31日まで

● 問い合わせ：三股町役場 　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

支部長の改選などに伴う事務引継ぎで
混乱が予想されますので、４月に限って、
下記のとおり変更します。ご了承くださ
いますよう、お願いします。
①�｢広報みまた（毎月１回／１日発行）｣

は、｢ ４月号に限り12日｣に発行
②�｢回覧（毎月２回／１日･15日発行）｣は、

｢ ４月に限り12日に、１回だけ｣発行
③�これらの支部長宅などへの送付は、｢

４月10日（木）・11日（金）｣を予定
■問い合わせ
　総務企画課　行政係・企画政策係
　☎52−1111（内線234　225）

上米公園　夜桜まつり
３月22日（土）〜３月31日（月）〈予定〉

写真

500本のソメイヨシノ
■ライトアップ期間＝
３月22日（土）〜３月31日（月）
〈開花状況で変わることがあります〉

■ライトアップ時間帯＝
午後６時30分〜９時30分

■場所＝上米公園
※�ごみは各自で持ち帰るなど「利用者の

マナー」にご協力ください。
椎八重公園　つつじまつり
４月19日（土）〜30日（水）〈予定〉

　写真

６万本のクルメツツジ
■期間中のイベント＝すべて会場内
◎オープニングセレモニー
　４月19日（土）午前10時30分〜
　①�「みやざき花の女王」による花の苗プ
レゼント

　②ツツジの苗木プレゼント
◎三股町物産展
　４月19日（土）〜20日（日）
　午前10時〜午後５時
◎ガーデニング教室
　４月23日（水）
　シャクナゲの部　午前10時30分〜
ツツジの部　　　午後１時30分〜

※雨天の場合は翌24日（木）に延期
◦定　員　　各25人
◦場　所　　椎八重公園会場内
◦参加料　　１人500円

◦申し込み　会場事務所で当日受付
※先着順。定員になり次第締め切ります
◎シャクナゲの苗木プレゼント
４月26日（土）午前10時〜午後５時

早馬公園　早馬まつり
４月29日（火）（昭和の日）

　写真

盆地の二大祭！
■�会場＝早馬公園（ステージ・剣道大会・
生け花・野点）、武道体育館（柔道大会）、
弓道場（弓道大会）、四半的弓道場（四
半的大会）ほか

■�内容＝郷土芸能（ジャンカン馬踊り・
棒踊りほか）、ステージ（ミマタレン
ジャーほか）など

しゃくなげの森　しゃくなげ花祭り
３月15日（土）〜５月６日（火）

　写真

世界のシャクナゲ500種３万本！
■問い合わせ

■お知らせ

巧みな催眠商法にご注意ください！！
平成19年12月中旬ごろ、九州・沖縄地方で団地の一室で行われたＳＦ商法※
※�SF商法＝商品の無料配布を口実に販売目的を隠したまま、高齢者な
どを会場（空き店舗や団地の一室）に誘い込んでいます。会場では商
品を無料で配布し、得した気分にさせて最後に高額な健康器具、健
康食品、布団などを売りつけるＳＦ商法（催眠商法）の手口です。

<被害内容> 近所で「野菜の販売です。鍋などの日用雑貨
も無料で配布中」などと勧誘された。会場では商品が無料で配ら
れ、最後に「病気が治る敷きマット６万円を３万5,000円で販売。
早い者勝ち」と言われ購入。後日、クーリング・オフのはがきを
出すが、あて先不明で戻り、電話も通じない。返金してほしい。

【ひとこと助言】このケースではクーリング・オフは可能です
が、業者と連絡が取れないことから返金が難しい状況です。「格
安」・「無料」などと誘われても、安易に会場に近づかないように

しましょう。

●全国の消費生活センター相談窓口
　http://www.kokusen.go.jp/map/index.html
●内閣府ホームページ「見守り新鮮情報」の
　詳細な情報・登録・解除については
　http://www.consumer.go.jp/shinsen/mima2.htm#01

内閣府　（社）全国消費生活相談員協会　見守り新鮮情報第25号より

■問い合わせ
　都城地方消費生活センター
　都城市北原町16−1 ☎24−0999
　総務企画課 行政係　☎52−1111（内線234）

三股の春まつり

愛のご寄付

｢広報みまた｣と｢回覧｣
は、４月に限り「12
日」に発行します

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

三股町奨学金制度〜 みんなで安全を守ろう！〜
防犯情報メール
登録者募集!!

ごみ減量化へのご協
力をお願いします

宝
ほう

満
みつ

　孝子 母 野瀬久子 77 上　新 ５万円

諸井　雄司 妻 ミドリ 53 東植木 ３万円     

岩崎てつ子 夫 優
まさる

70 下　新 ３万円 

大河内兼子 子 直子 56 下　新 ３万円 

石坂ミツ子 夫 不二男 73 中　米 ３万円 

萩原　義己 母 フミ 85 大鷺巣 ３万円

飛松　義宣 母 クニ 99 仮　屋 ３万円 

今村　明生 姉 平田ヨシ 87 前　目 ５万円

和田　正則 妻 エミ 83 谷 ３万円

下玉利優子 父 金丸雨春 84 仮　屋 ２万円

園田　秀
ひで

一
かず

父 秀綱 82 梶　山 ５万円

坂元　安雄 子 正紘 67 山王原 ３万円

鍋倉　正綱 子 政秀 43 梶　山 ３万円 

桑畑　浩三 母 乃
の

リ子 90 下　新 ３万円

黒木　勝
まさる

母 ナミエ 93 勝　岡 10万円

久保田国男 母 ナミ 94 轟　木 ３万円
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①〜⑤息のあったハーモ二—に会場は拍手の渦 （10日、童謡まつり）

三
股
町
文
化
の
祭
典（
同
実
行
委
員

会
主
催
）は
、２
月
10
日
と
11
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
文
化
会
館
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
延
べ
約
２
５
０
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

３
部
構
成
の
多
彩
な
内
容
で
開
か
れ

る
本
行
事
は
、
本
町
の
文
化
芸
術
と
生

涯
学
習
活
動
の
発
展
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

10
日
第
１
部
は「
童
謡
ま
つ
り
」。

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や
小
学
生
な
ど

13
団
体
約
３
５
０
人
が
出
演
し
、
息
の

あ
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
県
内
外

で
活
動
を
続
け
、
社
会
福
祉
に
も
貢
献

し
て
い
る「
レ
デ
ィ
ス
コ
ー
ル・グ
レ
ー

ス
」も
出
演
。そ
の
美
し
い
歌
声
は
、会

場
を
う
っ
と
り
と
し
た
雰
囲
気
に
包
み

こ
み
ま
し
た
。

同
日
午
後
か
ら
は
、
第
２
部｢

文
化

芸
能
ま
つ
り｣

を
開
催
。短
歌
愛
好
者

や
小
学
生
に
よ
る
歌
詠
み
会
、
町
内
６

つ
の
舞
踊
団
体
や
師
匠
ら
に
よ
る
あ
で

や
か
な
舞
台
が
続
き
ま
し
た
。

翌
11
日
は
、第
３
部「
元
気
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

舞
踊
や
歌
、
楽
器
と
い
っ
た
公
民
館

教
室
な
ど
、
生
涯
学
習
に
励
む
28
団
体

約
３
６
０
人
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
。緊
張
し
な
が
ら
も
発
表
が
終

わ
っ
た
出
演
者
は
皆
笑
み
を
こ
ぼ
し
て

い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
講
演
会
で
は
、
女
優
の
久

里
千
春
氏
が「
健
康
で
自
分
ら
し
く
」と

題
し
て
講
演
。歌
を
交
え
た
氏
の
穏
や

か
な
口
調
に
は
、
満
席
の
場
内
も
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

ま
た
、期
間
中
、ホ
ワ
イ
エ
で
は
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
や
和
紙
人
形
な
ど
の
生
涯
学

習
教
室
の
作
品
展
示
や
国
際
交
流
コ
ー

ナ
ー
の
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

華
や
か
に「
文
化
の
祭
典
」

多
彩
な
内
容
で
２
５
０
０
人

３
部
構
成
で
２
日
間

第
１
地
区
・
生
涯
学
習
教
室

　
　

 （
11
日
・
元
気
ま
つ
り
）

南 

ひ
ろ
子
さ
ん ⑥多彩な内容で会場を魅了した「レディスコール・グレース」

　（10日、童謡まつり）

こ
う
い
う
場
に
出
る
こ
と
は
や
り
が
い
に
つ
な
が

り
ま
す
。わ
た
し
た
ち
は
15
人
の
仲
間
で
活
動
し
て

３
年
目
。先
生
も
明
る
く
て
、
楽
し
い
雰
囲

気
で
す
。今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

⑦〜⑧小学生も参加した歌詠み会
　（10日、文化芸能まつり）

⑨６団体の舞踊団体によるあでやかな舞台
　（10日、文化芸能まつり）

⑩〜㉖各教室の日ごろの練習の成果を
披露。出演者の皆さんもいい顔をしてい
ました（11日、元気まつり）

㉗美しい歌声も披露した久里さん
　（11日、元気まつり）

㉘パッチワーク教室や和紙人形教室などの各展示、国際交流コーナーの
　展示は、来場者の目を楽しませた（10日・11日、ホワイエ）

①

②

③④⑤

⑥

⑦

⑧⑨

�

�

�

�

�

�

⑰

⑱

⑲

⑳

⑬

⑭

⑮

⑯

⑩

⑪

⑫

��
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝４月７日（月）
■受付＝午後１時15分〜１時45分
■持ってくるもの＝母子手帳

●もぐもぐ （離乳食） 教室
■期日＝３月12日（水）
■時間＝午前９時30分〜正午
■持ってくるもの＝母子手帳、バスタオル、おんぶひも
　　　　　　　　　エプロン、三角きん　　※託児あり

●予防接種はお済みですか？
　子どもは保育園や幼稚園、小学校など集団生活の場では集団
感染を起こしやすくなります。感染を広げないためには予防接
種で免疫をつけて感染症にかからないように、またほかの人に
うつさないように予防することが大切です。４月からの入園、入
学に備えて必要な予防接種は済ませましょう。
　平成18年４月から「麻しん・風しん」は２回接種になりまし
た。特に小学校に入学する子ども（平成13年４月２日〜平成14
年４月１日生まれ）は、「麻しん・風しん ２期」の予防接種を済ま
せまておきしょう。
■接種料金＝無料
■接種期限＝３月31日まで

※�接種前に子どもがどの接種歴に当てはまるか母子手帳で調べ
ましょう。
１．麻しんのみ接種した人
２．風しんのみ接種した人
３．麻しん・風しん両方とも接種した人
４．麻しん・風しん両方とも接種していない人
５．麻しんに感染し、風しんを接種した人
６．麻しんに感染し、風しんを接種していない人
７．風しんに感染し、麻しんを接種した人
８．風しんに感染し、麻しんを接種していない人
９．麻しん・風しん両方とも感染した人

★下記のように予防接種を受けましょう
１〜４に当てはまる人…… ＭＲを接種
５に当てはまる人………… もう1回風しんを接種
６に当てはまる人………… 風しんを接種
７に当てはまる人………… もう1回麻しんを接種
８に当てはまる人………… 麻しんを接種
９に当てはまる人………… 接種なし

※ＭＲ＝麻しん・風しん混合ワクチン
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52－8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝３月13日（木）　

■時間＝午前10時〜11時
　　　　    子育てサークル「いもん子クラブ」さん
●親子教室
■期日＝３月18日（火）
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝お誕生会（２月・３月生まれのお友達をみんなで
　　　　お祝いしましょう）

●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝３月25日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●親子教室
■期日＝３月27日（木）
■時間＝午前10時〜正午
■内容＝「ヨチヨチおさんぽ」
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●児童厚生員登録の募集について
●児童福祉係（内線166）

児童福祉係では、児童館で働く児童厚生員の登録を行ってい
ます。
児童厚生員の仕事は、昼間、仕事などで保護者が家にいない児
童に、児童館で適切な遊び・生活の場を提供するといった、児童
の健全な育成を図り指導することです。
児童厚生員に欠員が出た場合、登録者の中から選考、採用します。
　希望する人は、履歴書の提出をお願いします。
■登録条件＝
保育士または教員の資格があること（小・中・高、問いません）
○�資格不保持者でも児童福祉関係で二年以上働いた経験がある
人も可。
○年齢50歳までで、子どもと一緒に遊ぶ体力のある人。
■書類提出場所＝福祉課　児童福祉係

※�仕事内容・勤務時間・給料などの詳細については、児童福祉係
までお問い合わせください。

病後時保育について
●児童福祉係（内線166）

　病後時保育は、もうしばらく安静にする必要がある「はやり
病」の「回復期」にある児童で、保護者が仕事などによって家庭
で保育できない児童を看護師が常駐する保育施設で預かる制度
です。保護者の子育てと就労の両立を支援します。
■実施施設＝稗田保育園「とっこのもり」　☎52−5889
■対象児童＝保育園に通う乳幼児から小学校3年生までの児童

■入所定数＝１日に２人まで
■利用時間＝月〜金曜日…午前８時30分〜午後５時30分
　　　　　　土曜日………午前８時30分〜正午
■利用料金＝１日当たり1,500円
※詳しくは、稗田保育園までお問い合わせください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●リズムウォーキング
■期日＝３月17日（月）
■時間＝午前11時〜正午

※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を１時間程度行い
ます。

重度障害者タクシー料金助成
●社会福祉係（内線164）

町では、心身に重度の障害がある人に対して、タクシー券を交
付しています。
■対象者（次の障害者手帳所持者）＝
　◦身体障害者手帳１級（視覚障害者は２級）
　◦療育手帳Ａ
　◦精神障害者保健福祉手帳１級
■持ってくるもの＝印かんと障害者手帳
■受付開始＝４月１日から

●高額介護（予防）サービス費について
●介護高齢者係（内線162）

世帯内で1カ月の介護サービスにかかる利用者負担額（月額）
が、下表の上限額を超えたときは、申請することによって限度額
を超えた分が払い戻されます。

利用者負担限度額

１
老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の
人・生活保護の受給者など

１万5,000円

２
世帯全員が住民税非課税で課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円以下の人

１万5,000円

３ 世帯員全員が住民税非課税で上記２に該当しない人 ２万4,600円

４ 一般の人 ３万7,200円

　福祉用具購入費の利用者負担分、支給限度額を超える利用者
負担分、住宅改修費の利用者負担分、居住費・食費・日常生活費な
どの費用については対象となりませんのでご注意ください。
●介護保険要介護認定の更新申請について　
●介護高齢者係（内線162）

介護サービスには認定の有効期間が定められています（３〜

24カ月）。介護サービスを現在利用している人で、認定有効期間
の満了日がせまっている人は、更新の申請が必要ですので、ケア
マネジャーに相談するか介護保険証を持って役場窓口へお越し
ください。更新の手続きが行われない場合は、全額自己負担にな
りますのでご注意ください。
現在、介護保険サービスを利用していない人については、手続
きの必要はありません。今後サービスの利用が必要となった時
点で、申請してください。

地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52−8634

●基本チェックリストはご存知ですか？介護予防事業のご案内（５）
高齢になっても、心身の状態は意識して動かせば向上してい
きます。逆に身体も頭も使わないと衰えてしまいます。高齢に
なっても元気に生き生きと生活するためには、生活機能が低下
していないかどうかを早期に発見し、対処することが必要です。
自分の状態を知るために、基本チェックリストを活用してみ
ましょう。シリーズでお届けしています。
●今回は、《閉じこもり・認知編》
外出頻度・物忘れなどのチェックです。
＜閉じこもり＞
　♳週に１回以上は外出していますか
　　　　　｛　はい（０点）　・　いいえ（１点）　｝
　2昨年と比べて外出の回数が減っていますか
　　　　　｛　はい（１点）　・　いいえ（０点）　｝
＜認　　　知＞
　1�周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあ

ると言われますか
　　　　　｛　はい（１点）　・　いいえ（０点）　｝
　2�自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか
　　　　　｛　はい（０点）　・　いいえ（１点）　｝
　3今日が何月何日かわからない時がありますか
　　　　　｛　はい（１点）　・　いいえ（０点）　｝

＜閉じこもり＞　♳の問いで「いいえ」の人は要注意です。
＜認　　　知＞　�点数が３点満点中１点以上の人は、特に注意

が必要です。
　これらに当てはまると今後介護が必要な状態になる可能性が
高いと予想されます。気になることがありましたら、地域包括支
援センターまでご相談ください。
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「足もと元気教室」の各地区での日程は、次のとおりです。
地 区 名 時　間 場　所 日　程
蓼 池 午前 9時30分〜11時 蓼 池 児 童 館 ３月６日・27日
轟 木 午後 1時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 ３月24日
植 木 午後 1時30分〜 3時 西植木コミュニティーセンター ３月12日・26日
中 原 午前 9時30分〜11時 中原コミュニティーセンター ３月12日・26日
前 目 午後 1時30分〜 3時 前 目 研 修 館 ３月19日
寺 柱 午後 1時30分〜 3時 寺 柱 青 年 の 家 ３月13日
餅 原 午後 1時30分〜 3時 餅 原 研 修 館 ３月17日
梶 山 午前 9時30分〜11時 第 ４ 地 区 分 館 ３月19日

谷 午後 1時30分〜 3時 谷 青 年 の 家 ３月４日
今 市 午前 9時30分〜11時 今 市 児 童 館 ３月３日

※日程は、毎月ご案内します。



いきいき げんき！● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

毎日の食事によって身体が作
られ、食事の質によって健康

の質まで変わってしまいます。食べ物を選ぶ力、正し
い知識を身につけ、 心も体も健全な食生活を実践する
ことができる人間を育てる教育のことです。

食育って？

12広報みまた 2008.3 13

Life & Tax

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★

毎月19日は食育の日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

３月の旬食材…ジャガイモ

◎赤の皿　新じゃがのカレー風煮
　【主菜１つ（SV）  副菜１つ（SV）】　160㌔㌍／塩分1.1㌘
材　料　�新ジャガイモ…100㌘、豚ひき肉…30㌘、水…150cc、しょうゆ…小

さじ１、みりん…大さじ１／４、カレー粉…小さじ１／４、グリン
ピース…20㌘

作り方　�①ジャガイモは皮ごとよく洗う。　②鍋にジャガイモ､ひき肉､調味
料を入れやわらかくなるまで煮る。　③グリンピースを加えてさっ
と煮る。

◎緑の皿　たけのこの揚げだんご
　【副菜１つ（SV）】　60㌔㌍／塩分0.4㌘
材　料　�ゆでタケノコ…50㌘、片栗粉…大さじ半分、塩…小さじ１／12、片栗

粉…適量、青のり…適量、揚げ油…適量

作り方　�①タケノコはすりおろし､軽く水気をしぼる。片栗粉と塩を加え手
早く混ぜ、小さいだんごに丸める。　②だんごを半量に分け､片方
には片栗粉をまぶし､もう片方には片栗粉と青のりを混ぜたものを
まぶす。　③170度に熱した油でコロコロと転がしながら揚げる。

◎黄の皿　ツナと菜の花の炊き込みごはん
　【主食２つ（SV） 】 350㌔㌍／塩分1.9㌘　
材　料　�米…0.5合、菜の花…25㌘、ツナ(オイル漬)…20㌘、薄口しょう油…

大さじ１／２、塩…小さじ１/８、白いりゴマ…適量
作り方　�①菜の花は塩を入れた熱湯でさっとゆで、冷水で冷まし水気を切っ

ておく。　②炊飯器に洗ったお米を入れ、通常の水加減をし、ツナ
缶をオイルごと入れる。しょうゆと塩を入れ、普通に炊く。　③炊
き上がったら、菜の花を入れ、ゴマをふる。

◎白の皿　はまぐりのうしお汁　15㌔㌍／塩分1.4㌘　
材　料　�ハマグリ…1コ、だし昆布…適量、水…150㏄、酒…大さじ１／２、薄

口しょう油…大さじ１／４、ミツバ…５㌘
作り方　�①ハマグリは砂抜きして、よく洗う。　②鍋に昆布とハマグリ、水

を入れて中火にかけ、殻が開いたらアクを取る。　③味付けをして
ミツバを散らす。

◎白の皿　いちごのカッテージチーズあえ
　【牛乳１つ（SV）果物１つ（SV） 】 100㌔㌍／塩分０㌘　
材　料　�イチゴ…70㌘、カッテージチーズ…50㌘、砂糖…大さじ１／２、レ

モン汁…大さじ１／４
作り方　�①カッテージチーズに砂糖とレモン汁を入れ、なめらかになるまで

よく混ぜる。　②４つ割りにしたイチゴをあえる。

1 土

2 日

◎藤元早鈴（内） ☎25-1212（早鈴町）

◎久保原田中（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎長倉医院（内・小） ☎52-2109（三股町）

◎池之上整形（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）

◎吉見病院（外・整・内） ☎58-5633（高城町）

◎西元眼科（眼） ☎25-8888（中原町）

3 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
4 火 ◦可燃物
5 水

6 木 ◦缶・びん
7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎河村医院（内・小） ☎39-5868（梅北町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎橘整形（整） ☎23-7236（中　町）

◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）

◎いそいち産婦人科（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

10 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
11 火 ◦可燃物
12 水

13 木 ◦トレイ・ペット
14 金 ◦可燃物
15 土

16 日

◎柏村内科（内・消・循・呼吸） ☎22-2616（上　町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎政所医院（内・小） ☎58-2171（高城町）

◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

17 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
18 火 ◦可燃物
19 水 ◦図書館休館日

20 木

◎田口クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎とくとめクリニック（内・循・消） ☎26-1820（一万城町）

◎海老原内科（内・小） ☎64-1211（山田町）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎横山病院（泌） ☎22-2806（都島町）

◎西浦耳鼻科（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

◦図書館休館日

21 金 ◦可燃物
22 土

23 日

◎城南病院（小・内） ☎26-3662（大王町）

◎いづみ内科（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎安藤医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎宮田眼科（眼） ☎22-1441（蔵原町）

24 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
25 火 ◦可燃物
26 水

27 木 ◦トレイ・ペット
28 金 ◦可燃物
29 土

30 日

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）

◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

◎とまり内科外科胃腸科（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

31 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日

1 火 ◦可燃物
2 水

3 木 ◦缶・びん
4 金 ◦可燃物
5 土

6 日

◎山内小児科（小） ☎22-0048（上　町）

◎園田光正内科（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎一心外科（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

7 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
8 火 ◦可燃物
9 水

10 木 ◦トレイ・ペット
11 金 ◦可燃物
12 土

13 日

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎出水医院（内） ☎59-9424（高城町）

◎もちお蛯原医院（整形・形成） ☎21-5355（蓑原町）

◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）

◎すみ産婦人科（産・婦） ☎23-1152（東　町）

14 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
15 火

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

初節句

小橋陽葵（ひなた）ちゃん（稗田）は初
節句。梶山の祖父母宅には、今ではあま
り見られない７段のひな壇が飾られまし
た。陽葵ちゃんの母・奈見子さんが初節
句のときに飾られたものだそうです。
陽葵ちゃんは、母親から受け継いだおひ
なさまを前に上機嫌。健やかに成長して
くださいね。

くらしのカレンダー
1. March ~ 15. April  2008

みまた

◎今月の表紙

くらしのカレンダー

『健やかに』

◎３月の予定

◎４月の予定

町県民税申告のお知らせ
●住民税係（内線133・134）

平成20年度町県民税の申告受け付けが始まっています。
申告期限は3月17日（月）までです（土・日曜日は除く）。申
告日時や場所などについては、各戸配布してあります「平
成20年度申告のお知らせ」を参照してください。
申告をしていないと、町県民税の所得証明などが発行
できません。
また、国民健康保険税を算定する際の軽減判定にも影
響がありますので、該当者は必ず申告をしてください。

固定資産課税台帳の縦覧などについて
●資産税係（内線142・143）

平成20年度の固定資産課税台帳と土地・家屋評価縦覧

帳簿は次のとおり関係者の縦覧・閲覧ができます。
○縦覧・閲覧期間と時間
４月１日（火）〜４月30日（水）（ただし、土・日・祝日を除く）
午前８時30分〜午後５時（ただし、午後０時15分〜１時を除く）

○縦覧・閲覧場所
役場　税務財政課

○縦覧・閲覧できる人
◦固定資産の所有者本人
◦固定資産の所有者の同意を得た人
　（委任状をお持ちください）
◦固定資産の納税管理人（届け出されている人）

注）窓口に来る人の印かん（認め印可）が必要です。
○縦覧・閲覧手数料
上記期間に限り縦覧・閲覧をする人は、手数料はいりま

せん。ただし、別途各証明書が必要な場合は手数料が必要
となります。

ジャガイモの旬は春と秋。一般に春に収穫さ
れたジャガイモを『新じゃが』と呼び、皮が薄く、

ゆでるとつるりとむき易いのが特徴です。ジャガイモにはビタミンCやカロチンが豊富です。ジャガイモのビ
タミンCはでんぷんに包まれているため、加熱しても壊れにくいのです。（表示の材料はすべて1人分です）
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今
号
中
入
れ
の
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く
い
ま
ー
る
路
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・
時
刻
表
改
訂
版
」
に
、
ち
ょ
う

ど
旬
な
話
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し

た
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２
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中
旬
の
こ
と
で
す
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あ
る
職
員
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昨
日
、
窓
口
で
町

民
の
方
か
ら
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役
場
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や
ろ
？
わ
た
し
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何
も
言
わ
ん
け
ど
ね
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と
言
わ
れ

た
」と
話
し
ま
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た
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突
拍
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も

な
い
話
で
、
何
の
こ
と
だ
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
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た
が
、
す
ぐ
に
町

コ
ミ
ュ
ニ
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ィ
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『
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ま
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』
の
こ
と
だ
と
気
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き
ま
し
た
。

▽
「
ま
だ
ま
だ
Ｐ
Ｒ
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足
り
な
い

の
か
な
？
も
っ
と
宣
伝
し
て
知
っ

て
も
ら
わ
な
い
と
」。広
報
担
当
と

お便りやイラスト、お子さまの写真を募集しています。
皆さまからのお便りを募集しています。ふだん生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなど
をお書きの上、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さまの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,576人◦女／13,150人
◦計／24,726人◦前月比＋8人
◦世帯数／9,405戸（＋1戸）
◦出生／23人◦死亡／15人
◦転入／63人◦転出／63人

三股町の人口
平成20年２月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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し
て
も
”反
省
の
出
来
事
“で
し
た
。

▽
「
く
い
ま
ー
る
」
は
、昨
年
４
月

の
運
行
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
に
生

ま
れ
た
利
用
者
の
要
望
な
ど
を
取

り
入
れ
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
は

15
人
乗
り
小
型
バ
ス
を
追
加
導
入
。

よ
り
利
便
性
を
高
め
た
路
線
、
運

行
時
間
に
な
り
ま
す
。▽
公
共
バ

ス
は
エ
コ
に
も
な
り
ま
す
し
、
地

域
資
源
を
生
か
そ
う
と
町
職
員
も

『
く
い
ま
ー
る
』を
積
極
的
に
通
勤

な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。▽
運

賃
は
１
回
１
０
０
円
で
す
。皆
さ

ん
も
、
町
内
を
移
動
す
る
際
に
は

ぜ
ひ「
く
い
ま
ー
る
」を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。▽
ち
な
み
に
、も
ち
ろ
ん

町
職
員
も
お
金
は
ち
ゃ
ん
と
払
っ

て
い
ま
す
よ
♪　
　
　
　
　
〈
♪
〉

立　
山　
三　
保

全
粥
に 

笑
顔
と
な
る
母 

梅
も
咲
く

老
い
て
知
る 

心
の
華
も
あ
る
と
い
ふ 

枯か
れ
の
が
は
ら

野
原
に 

雨
は
降
り
つ
ぐ

宮　
里　
み　
ち

桑　
畑　
多
津
子

さ
わ
や
か
な 

甘
い
香
り
の
ろ
う
梅
を 

春
寿

こ
と
ほ

ぎ
て 

床
の
間
に
活
く

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

川　
原　
順　
子

ぶ
り
に
全
粥（
ぜ
ん
が
ゆ
）が
配
膳
さ
れ
た
。笑
顔
で
お
い
し
そ
う
に

食
事
す
る
母
に
退
院
の
許
可
も
出
た
。庭
の
梅
も
満
開
で
あ
る
。

突
然
の
入
院
で
絶
食
。点
滴
の
み
の
生
活
を
続
け
て
い
た
母
も
快
方

に
向
か
い
、
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。重
湯
に
始
ま
り
20
日

早
春
や 

た
め
ら
ひ
つ
つ
の 
赤
き
靴

し
上
げ
る
一
首
で
す
。（
枯
野
原
は
わ
た
し
の
こ
と
で
す
）

歳
を
重
ね
て
知
る
、
人
の
世
の
幸
不
幸
。「
文
教
の
ま
ち
」
と
い
う
す
ば
ら

し
い
町
に
人
生
の
後
半
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

は
暖
か
い
せ
い
か
、
満
開
と
な
り
見
ご
ろ
の
花
が
正
月
を
祝
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
、
詠
ん
で
み
ま
し
た
。

庭
隅
の
ろ
う
梅
の
花
が
12
月
末
か
ら
開
き
始
め
ま
し
た
。
た
め
ら
い
な
が

ら
も
大
き
な
枝
を
切
り
、
床
の
間
に
生
け
ま
し
た
。
締
め
切
っ
た
部
屋
で

を
、
赤
い
靴
で
街
に
出
掛
け
ま
し
た
。気
分
も
そ
う
快
に
な
り
ま

し
た
。

年
甲
斐
も
な
く
赤
い
靴
を
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。衝
動
買
い
に

後
悔
し
た
も
の
の
…
思
い
切
っ
て
早
春
の
明
る
い
日
差
し
の
中
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★

木き
の
し
た下

七な

な

み海
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

◎
平
成
18
年
8
月
3
日
生
ま
れ

◎
剛
仁
さ
ん
・
菜
穂
さ
ん
の
長
女

世界の海を股にかけて、三股の大地でたく
ましく育て！七海のハイハイは世界一!!

坂さ
か

下し
た　

悠ゆ
う

く
ん
（
１
歳
）

◎
平
成
19
年
2
月
11
日
生
ま
れ

◎
誠
吾
さ
ん
・
亜
紀
さ
ん
の
長
男

元気いっぱい、きかん太郎少々で、人の痛み
の分かる子に育ってね☆

ワクワクドキドキの小学校
今回は、りんどう保育園のふじ組（年長児）の子どもたち
に「一年生になったら何を頑張りたいか」を聞いてみました。
残りあとわずかとなった保育園生活を精一杯楽しんでい
る子どもたち。いろいろなことがあった保育園での思い出を
胸に、小学生になる日をワクワクしながら待っています。
小学校に入っても、友達がたくさんできるといいですね。

「一
年
生
i
u
Z

q
o
…
」

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

り
ん
ど
う
保
育
園
編


